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２ 単元の目標及び単元の評価規準 

（１）単元の目標 

                                         

 

                                              

 

 

（２）単元の評価規準 

 

 

 

 

 

３ 資質・能力の系統性  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比べて読み、似ているところや違うところを見つけてわかったことや考えたことを伝える力 

本単元で身に付けたい力 

 本単元では、それぞれの動物の子どもの守り
方を比べ、感じたことや考えたことをお家の人

にお手紙で伝えるという言語活動を設定して

いる。教材文で読み取ったことをもとに並行読

書で他の動物についても調べて読み、自分たち

もお家の人に育ててもらっているということ

を関連させて学習を進めていきたい。 

 本教材は、「問い」「答え」「まとめ」の構成
を持ち、二つの動物の特徴や子どもの守り方の
違いについて述べられている文章である。動物
の生態への興味・関心を引き出しながら、「比
べて考える」ことに適した題材である。教材文
を読み、いろいろな動物を調べ比較することを
通して自分自身とも関連させて考えることが
できる教材である。 

 児童はこれまでに、「さとうとしお」「どうやっ
てみをまもるのかな」「いろいろなふね」の説明
文を学習してきている。市販のテストや EX テ
ストの説明文では平均点が 90 点以上になって
いるが、はじめて読む文章での EX テストはや
や低い傾向になっている。語彙力の低さや文章
を大まかにとらえること、キーワードを見つけ
ることに個人差が見られる。児童はこれまでに
道徳の時間に家族に向けてお手紙を書いたり、
生活科の時間に保育所の年長さんにお手紙を書
いたりする活動を行っている。 

 1 年生の 2 学期に「いろいろなふね」で「はじ
め」「中」「終わり」の構成を学習した。また、比べ
て読むことについては「さとうとしお」、動物の生
態では「「どうやって身をまもるのかな」で学習を
してきており、本単元とつながりがある。本単元
では「比べて考えることの良さ」をしっかりと意
識付け、比べる際には「表」を用いて整理すると
わかりやすくなるということにも気づかせていき
たい。またそれぞれの動物の「何を比べているの
か」をはっきりさせるためにも、比べる観点に沿
って情報を整理することができるようにしてい
く。 
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  ） 

〇既習の説明文の学習を

振り返ったり、関連図書

を紹介したりして「比べ

て読んでおもったこと

をお家の人に伝えよう」

という学習課題を設定

し、学習計画を立てる。 

〇「子どもをまもるどう
ぶつたち」を読み、「問
い」の文から内容の大
体を捉える。 

〇教材から動物の子ど
もの守り方の様子を
読み取る。 

 ・オオアリクイ  
・コチドリ 

〇二つの動物について
書かれていることを
表にまとめる。 

〇二つの動物を比べて
どのような共通点や
相違点があるかを見
つけ、話し合う。 

〇ほかの動物たちの子
どもを守る知恵につ
いて本や資料を読み、
調べる。 

〇調べたことをまとめ
てグループで紹介し
あい、動物たちの子ど
もを守る知恵につい
て考えたことを話し
合う。（本時） 

〇これまでの学習をふり
かえり、お家の人にお手
紙を書く。 

〇動物の動画や本を見るこ

とで興味・関心がわき、お

家の方のお手紙とモデル

文を示して、学習課題を

捉えられるようにする。 

〇「問い」を手がかりに、そ
れぞれの動物の子どもの
守り方を捉えることがで
きるようにする。 

〇オオアリクイの子どもの
守り方の説明の観点を読
み取り、その観点に沿って
コチドリの例を読んで表
にまとめることができる
ようにする。 

〇動物の子どもの守り方に
ついて読み取ったことを
まとめ、共通点や相違点に
ついて理解することがで
きる。 

  【知・理（２）ア】 
〇ほかの動物についても調
べることができるように
並行読書を用意する。 

〇読み取ったことをワーク
シートにまとめ、それをも
とにグループで話し合う。 

〇文章を読んでわかったこ
とや考えたことを共有する
ことができる。 
【思・判・表Ｃ（１）カ】 

〇学習でまとめたカードを見

ながら、これまでの学習を思

い出し、思ったことや感じた

ことをお家の人に向けてお

手紙に書くことができるよ

うにする。 

本単元終了時の目指す児童の姿 

〇科学的な読み物に興味をもって読み進めている姿。 

〇それぞれの動物や自分を比べて読み、わかったことや考えたことを友だちと共有している姿。 
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〇単元の学習の途中で自分を育ててくれているお家の人に学習カードを読んでもらい、感想をカードに書いてもらうことで自分

自身と関連させて考えることができる。 

〇自分の感想を友だちと交流し共有することで、学習したことを深めることができる。 

２学期の学習では、動物は自分
の身を守っていたけど、このお
話は子どもをまもるお話だね。
自分たちも親に守られて大き
くなっているね。 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

 共通・相違・事柄の順序など情

報と情報との関係について理解

することができる。 

    （２）ア 

 

「読むこと」において、文章を読

んでわかったことや考えたこと

を共有することができる。 

C（１）カ 

 これまでの学習や経験で気づい

たことやできるようになったことを

生かして見通しを持ち、積極的に文

章を読んで分かったことを共有し伝

え合うことができる。 

 

研究主題：主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業づくり－各教科等の見方・考え方を働かせて－ 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

共通・相違・事柄の順序など情報

と情報との関係について理解し

ている。 

    （２）ア 

 

「読むこと」において、文章を読

んでわかったことや考えたこと

を共有している。 

    Ｃ（１）カ 

これまでの学習や経験で気づいた

ことやできるようになったことを生

かして見通しを持ち、積極的に文章

を読んで分かったことを共有し伝え

合おうとしている。 
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学習過程 主な学習内容及び学習活動 【 】評価規準・〇指導上の留意点 

指導観 児童の実態 

言語活動 

精
査
・
解
釈 

４ 研究主題に迫る手立て 

 

言語活動とその特徴 教材の特質 

「どのようなちえをつかいこど
もをまもるのでしょう」が問い
の文になっている。親は知恵を
使って守っているんだ。 

５ 学習の流れ 

１・２年 

 文章を

読んで感

じたこと

や分かっ

たことを

共有する

こと。 

ライオンのように子どもをくわ
えて運べない動物はどうするの
かな。体の特徴はつかうのかな。 

二つの動物の似ているところと違
うところをまとめるには、その部
分を表に書き出すとわかりやす
い。 

オオアリクイとコチドリは似て
いるところもあるけどちがうと
ころもあるよ。 

 

考
え
の
形
成 

中１年 

文章を読

んで理解し

たことに基

づいて、自分

の考えを確

かなものに

すること。 

中２年 

 文章を読んで

理解したことや

考えたことを知

識や経験と結び

つけ、自分の考

えを広げたり深

めたりするこ

と。 

中３年 

 文章を読ん

で考えを広げ

たり深めたり

して、人間、社

会、自然などに

ついて、自分の

意見を持つこ

と。 

３・４年 

 文章を読んで

感じたことや考

えたことを共有

し、一人一人の

感じ方などに違

いがあることに

気付くこと。 

５・６年 

 文章を読

んでまとめ

た意見や感

想 を 共 有

し、自分の

考えを広げ

ること。 

他の動物もいろいろな方法で子

どもを守っているのかな。 

言葉による見方・考え方を働かせた姿 

自分の体の特徴を生かしたり、
周りの環境によって子どもの守
り方がちがうね。 

動物たちはいろいろな方法で
子どもを守っているね。自分
たちもそれぞれが大切に育て
られてきたんだな。お家の人
にありがとうを伝えよう。 

オオアリクイはこどもを背中に
乗せて守っているんだね。模様
も似ているから目立たなくなっ
てこどもがわかりにくいね。 

コチドリは親がいろいろなこと
をして、敵の注意をひなからそ
らそうとしているよ。 



６ 本時の学習 （１０／１４時間）  

（１）目 標 

 

 

（２）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）展開  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入 展開 まとめ 

１． 前時までの学習を思い出し、今日の学習課題

に見通しを持つ。 

 ・本を読んでいろいろな動物のことを読んでみた

よ。 

 ・お気に入りの動物について調べたことをカード

にまとめました。 

 ・友だちが調べた動物について教えてほしいな。 

 ・自分が調べた動物とどんなところが似ているか

な。違うところはあるのかな。 

 ・どうしてその動物を選んでカードにまとめたの

かな。 

 ・私の選んだ動物のこと知っている人はいるか

な。 

  

２． 交流の仕方を確認する。 

  ●板書やカードのモデルを見ながら交流の仕方を確認できるようにする。 

 

３． 友だちと共有し、感じたことなど話し合う 

〇カードをもとに話し合いを始めましょう。 

●グループで話し合いを行い、似ているところやちがうところなど見つけたところに印を付

けれるようにする。 

●友だちの調べたことについて感想を持てるようにする。 

  ・お父さんペンギンが毛布を掛けて温めているところが温かそうだったよ。 

  ・私が調べたラッコの赤ちゃんも冷たい海の水につからないようにお母さんが自分の体に

乗せているよ。 

  ・寒さやてきから子どもを守っているんだね。 

  ・わには手や足よりも大きな口を使って赤ちゃんを守っているんだね。 

  ・体の特徴を生かしているね。 

〇友だちと話をしてどんなことに気が付きましたか。カードに似ていたことろや違うところ

をかきましょう。 

 

４． 話し合ったことを全体で交流する。 

 〇話し合いをして似ていたところやおなじところ、気づいたことを発表しましょう。 

５． 学習を振り返り、感想をかく。 

・友だちの調べた動物のカードを読んで、自分が

知らなかったことがあった。 

・それぞれの動物がいろいろなほうほうで子ども

を守っていることが話し合ってわかりました。 

・まわりの友だちもすきな動物や気になっている

動物の守り方について調べていました。 

☆文章を読んでわかったことや考えたことを共有

することができる 

     【思・判・表 C （１）カ】 
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自分が調べた動物の子どもの守り方について友だちと話し合い、感じたことを話し合うことができる。 

それぞれの動物の子どもの守り方に

ついて似ているところや違うところ

を見つけて伝え合っている姿。 

○本時で働かせたい言葉による見方・考え方 

○主体的・対話的な学びを生み出すため工夫 

めあて 

ともだちがしらべたどうぶつは、どのようにして

子どもをまもっているのかな。 

にているところとちがうところに目をつけてはな

しあおう。 

学習内容及び学習活動（番号） 主な発問（○） 予想される児童の反応（・） 指導上の留意点（●） 評価規準及び評価方法（☆）  

・お家の人からお手紙を書いてもら

い、自分も親に守られて大きくなって

きたことを実感し、動物の子どもの守

り方についても関心を持って読むこ

とができる。 

・関連図書からいろいろな動物につ

いて調べることができるようにする。 

言語活動モデル 

 

め
あ
て 

 

と
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だ
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